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チュㇰ  ケㇱ  タ、 ヌミ フレ コㇿ  ラウラウ 

ア・タ ワ、 アペ オルン セセㇰ  ウナ オㇿ  

ア・オアレ ワ ア・マ ワ ア・エ ルウェ ネ。 

秋の終わりごろ、果実が赤くなってから、ラウラ

ウの根を掘って、炉の中の灰の中に入れて焼

いて食べました。 

コㇿ カ、 シウニン ウㇱケ スㇽク ネ クス 

ア・エラㇱケ ㇷ゚ ネ ルウェ ネ。 

ただし、根の黄色い部分は、有毒なので削り

取らなければなりません。 

ラウラウ ア・スウェ ワ、 カニ カ ケ アクス、 

トペン ワ エモ ネノ ケラ アン。 ネ ヒ タ、 

スㇽク ピㇼ カノ ア・エラㇱケ カ ソモ キ ク

ス、 ク・パルンペ トゥクンネ フミ ネ。 

私は、このラウラウをふかして食べると、甘み

があってジャガイモのような味がしました。充

分に毒をとったつもりでしたが、舌がしびれて

しまいました。 

青木愛子 カッケマッ エネ ハウェアニ； 「フ

チ ラウラウ タ ワ エㇰ 。 フチ アナㇰ  『タン

ペ クスリ ネ ケ ヤクン、 ネイ タ パㇰ ノ 

ク・イワンケ』 セコㇿ  イェ。 

青木愛子さんは次のように言いました；「フチ

（おばあさん）はラウラウの根を掘ってきて、長

生きの素だと言って食べました。 

ク・コㇿ  ハポ アナㇰ  『エホシ エ・イキ ヤㇰ  

ウェン ナ、 イテッキ エ！』 セコㇿ  イェ。 ク

ス、 ケ カ エラミㇱカリ。」 セコㇿ  ハウェア

ン。 

母親は、もし間違ったら困るから食べるなと言

いました。私は食べたことがありません。 

 



ネ スㇽク モトホ シュウ酸カルシウム セコ

ㇿ  ア・イェ ㇷ゚ ネ ワ、 ラウラウ テㇰ  アニ 

ア・ケレ ヤクン マヤイケ ワ フㇷ゚ ルウェ 

ネ。 エホシノ スㇽク ア・エ ヤクン、 ア・パ

ルンペ、 ア・レクチ アㇻ カ ワ フㇷ゚。 ネ シイ

ェイェ ウェン ヤクン、 タス トゥイ クㇽ  カ 

アン。 

毒の元はシュウ酸カルシウムで、手で触れる

と、かゆく赤く触れ、誤食すると舌、のどが赤く

なり腫れて、重症だと窒息することがありま

す。 

ホニ オルン トゥイキキㇼ  アン ヒ タ、 シウ

ニン ウㇱケ ア・パルンペ ケレ ソモ キ ノ 

ア・ルキ ルウェ ネ。 

この黄色い部分は、腹に虫がわいた時に、舌

に触れないようにしながら丸呑みしました。 

青木愛子 カッケマッ エネ ハウェアニ； ア・

キロウㇱケ フㇷ゚ ヒ タ ラウラウ ア・タ ワ ア

ㇻ キ・アン ワ、 ネワアンペ ア・シㇼ シル ワ 

ア・コラチ ヤㇰ  ピㇼ カ ルウェ ネ。 

青木愛子さんは言いました；関節が腫れる場

合にラウラウを使います。 

ア・シㇼ シル ワ ムンキ コホ ア・ウコポイェ 

ワ、 フㇷ゚ オㇿ  ア・ウシ。 

ラウラウのトゥレプのようになっているいもの部

分をすって、それに麦粉を少し混ぜて患部に

塗ります。 

田畑アキ カッケマッ エネ ハウェアニ； ラウ

ラウ ア・シㇼ シル ワ センカリ ア・コカリ ワ 

ネワアンペ フㇷ゚ オㇿ  ア・コシナ ルウェ ネ。 

田畑アキさんは言いました； ラウラウの根を

すって、ぼろきれに包んで、腫れたところにつ

けてしばって湿布しました。 

ラウラウ アナㇰ ネ シサㇺ  オッタ コウライテ

ンナンショウ （サトイモ科） セコㇿ  レ アン。 

ラウラウは日本ではコウライテンナンショウ（サ

トイモ科）という名前です。 

アイヌモシㇼ 、 東北地方、 関東地方 ワノ 

近畿地方 パㇰ ノ アン 太平洋沿岸、 中国

東北地方（満州）、 朝鮮半島、 サハリン （カ

ラㇷ゚ト）、 千島 オㇿ  ウㇱ  ペ ネ。 キㇺ  ウ

ㇱ  ペ ネ。 

北海道、東北地方、関東地方から近畿地方の

太平洋沿岸、中国東北地方（満州）、朝鮮半

島、サハリン、千島に生えています。 

漢方 オッタ ア・サッケ ラウラウ 天南星（テ

ンナンショウ） セコㇿ  ア・イェ ㇷ゚ ネ。 

漢方では根を乾燥したものを天南星（テンナン

ショウ）と呼ばれています。 

アニ ラッカㇻ ・アン エアㇱカイ、 トッチェ ヒ 

ア・ピㇼ カレ カ エアㇱカイ ヤㇰ  ア・イェ。 

抗腫瘍性 カ コㇿ  ペ ネ ヤㇰ  ア・イェ。 

痰を取り除いたり、腫れをひかすと言われてい

ます。また、抗腫瘍性もあると言われていま

す。 

  

注）アイヌタイムズの版権は、アイヌ語ペンクラブにあります。 
 
注）1. 赤字は、アイヌ語です。 
2. 赤字のイタリック文字は、主に日本語由来のアイヌ語外来語です。 

  

 


